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推奨!! カラス被害防止サークル 

〜カラスや風によるごみの⾶散をなくすために〜 

上手に使 ってカ ラス撃 退 
 ごみのカラス被害は、全国共通の課題です。 
飛散防止ネットを掛けただけでは被害が防ぎ
きれず、重石でネットを抑える等の工夫が必
要です。 
 天王台南地区地域会議では、北海道の帯広
市が開発・推奨しているカラス被害防止サー
クルの利⽤を地域に提案し、ご希望いただい
た自治会と試⽤試験を実施、利⽤者のみなさ
んから好評をいただきました。 

＜カラス被害防止サークルの特徴＞ 
◎軽くて折りたたみ式で設置・撤去が簡単 
◎強い風による飛散にも対応 
◎重石が不要、屈まなくてもごみ出しが可能 
◎100 円ショップやホームセンターで材料が

揃い、低コスト 
◎中のごみが確認でき、モラル低下も防ぐ 

サ ー ク ル 使 用 の 現 状 
 地域内 39 自治会が管理するごみステーシ
ョン 281 カ所の内、現在までのサークル設置
は、12 自治会 50 カ所です。特に早稲田地区
自治会・東我孫子区自治会・⼤久保台自治会・
小暮町内会では、必要個所すべてに自治会予
算で購入したサークルを設置、利⽤者に喜ば
れています。 
 試⽤試験の結果は、昨年 3 月に取り纏めて
市⻑に報告しました。その結果、問題だった
道路上での使⽤もクリア、29 年度から市内全
域でサークルの使⽤が可能になりました。 
地域外では、布佐平和台、湖北台などでもサ
ークルの利⽤が広がりつつあります。 
 カラス被害でお悩みの自治会は、是非サー
クルを利⽤してカラス被害を防止しましょう。 

◆ ◆  サ ー ク ル の 使 用 例  ◆ ◆ 

●東高野山⾃治会  設置場所︓道路上 14 世帯 ネット 14 枚 

   

●泉⾃治会  設置場所︓道路上 45 世帯 ネット 32 枚 

  

設 置 使 ⽤ 中 折りたたんだ状態 

使 ⽤ 中 保 管 

保管は、折りたた
んで電柱横のボッ
クス内へ 

ガードパイプにネ
ットとサークルを
取り付け保管 
使⽤時に引き出し
ネットをかける 
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目指せ !! カラス被害ゼロのまち 我孫子 

カラス被害防止サークル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◯ワイヤーネット 
縦 50〜60 ㎝ 横 30〜40 ㎝ ごみの量に応じて 8〜32 枚 10 ⼾で 10 枚程度 
折りたたむため 必ず偶数枚で︕ 

◯鉢底ネット 
20 ㎝×30 ㎝の鉢底ネットを下部の高さ 30 ㎝程度結束バンド（10 ㎝）で取り付けて、 
カラスに突かれるのを防ぐ。 
※飛散防止ネットが地⾯まで覆う場合は不要 
※網目が 10mm 以下のネットなら代⽤可能 
※ワイヤーネットの必ず裏⾯に取り付け、サークルの内側に来るよう接続（上図参照） 
※結束バンドは表⾯に結束が来るようにし、余分は切断する 

◯二重リング（直径 22mm） 
ワイヤーネットの上から 2 段目・中央と下から 2 段目の 3 箇所を 
二重リングで接続 

◯制作費概算 
ワイヤーネット（150 円／枚）を使⽤した場合 10 枚当り 約 2,600 円 
 （鉢底ネット不要の場合は、約 2,000 円） 

  

100円ショップのワイヤー
ネットを二重リングで連結
しています。 
（以前紹介した結束バンド
ではごみ袋・ネットに引っ
かかるため、二重リングに
変更しました） 

隙間から突かれるのを防ぐ
ため、下部に鉢底ネットを
取り付けています。 
飛散防止ネットが地⾯まで
覆う場合は不要です。 

折りたたんで
小さく保管 

● サークルは、飛散防止ネットの補助機材です。ネットは確実にかけましょう。 
● サークルによる事故を防ぐために、ごみ収集後は片付けましょう。 

利用時の注意 

ワイヤーネット   表⾯︓外側 

 鉢底ネット    裏⾯︓内側 

ネットをつなぐ 
二重リング 


